
　知らない間に預金が引き出さ
れるスキミング被害が急増してい
る。被害状況は、平成16年度上
半期だけで前年度の1.４倍（件数
ベース）。総被害額は金融庁調べ
で８億300万円に上るという。
　スキミングとは、キャッシュカ
ードなどの情報を、スキマーとい
う機械を使って盗み取ること。サ
イフからカードを抜き取る以外
に、離れたところや服の上からデ
ータを読み取る方法もあるという
から、個人の努力だけでは防ぎよ
うがない。
　そこで各金融機関は、利用限度
額を引き下げたり、パソコンや携
帯電話から預金に「鍵」をかける機
能を付けるなどの対策を打ち出

している。中でも、にわかに注目
を集めているのが「ICカード」。薄
いプラスチックカードにICチップ
（半導体集積回路）を埋め込んだも
ので、大量の情報を扱えるのがメ
リットだ。
　従来の磁気カードは、カード表
面にある磁気にデータを書き込ん
でいるため、第三者が情報にアク
セスしやすく、データの改ざんや
複製が容易という欠点があった。
これに対してICカードは、記録し
た情報を暗号化したり、本人確認
のためのデータを書き込むことも
できるので、安全性に優れている。
ICカードは、既に社員証やETCカ
ード、Suicaなどさまざまなシー
ンで導入されているが、ようやく

キャッシュカードもIC化されると
いうわけだ。
　手のひらや指の静脈といった生
体情報を記憶させる「生体認証カ
ード」を導入・検討している銀行
も増えている。ただし、カードの
作成費用や管理維持費がかかる場
合があったり、使用可能なATM
の数が限られるなど、使い勝手の
面では課題が残る。
　そんな中、キャッシュカードを
発行せず、窓口での本人確認に「合
言葉」を使うという、なんともア
ナログな新型口座を導入する信用
金庫も登場。いずれにしても、今
後はこうしたセキュリティー面や
被害時の補償なども、銀行選びの
チェックポイントになるだろう。
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